
2002年出上の木簡

な
か
む
ら

静
岡
・中
村
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
南
伊
場
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
八
月
１
二
〇
〇
三
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
浜
松
市
文
化
協
会

・
浜
松
市
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
彼
則

。
鈴
木
　
靖

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡

・
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浜
松
市
南
部
に
は
海
岸
平
野
が
広
が
り
、
近
年
ま
で
数
条
の
砂
堤
列
と
湿
地

が
存
在
し
た
。
中
村
遺
跡
は
、
三
方
原
台
地
直
下
に
お
い
て
、
最
初
に
形
成
さ

れ
た
砂
堤
列
上
に
立
地
す
る
。

発
掘
調
査
は
、
県
道
竜
禅
寺
雄

踏
線
の
拡
幅
に
先
立
ち
、　
一
九

九
九
年
か
ら
断
続
的
に
行
な
わ

れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

も
古
代
の
木
簡
が
出
土
し
て
い

る

（本
誌
第
二
二
・
二
三
号
）。

一
九
九
九
年
度
調
査
区
か
ら
は

「里
人
」
や
、
「部
」
を

「
ア
」

と
表
記
す
る
七
世
紀
に
遡
る
木
簡
が
出
土
し
、
ま
た

『和
名
抄
』
に
は
記
載
さ

れ
て
い
な
い
が
、
現
在
の
小
字
名

「中
村
」
が
古
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
遺
跡
周
辺
は
中
世
浜
松
庄
の
有
力
な
郷
の
一
つ
で
あ
る
岡

部
郷
の
推
定
地
で
、
発
掘
調
査
で
も
中
世
の
遺
構

・
遺
物
が
多
く
検
出
さ
れ
て

お
り
、
道
を
中
心
と
し
た
町
屋
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
七
点
で
、
い
ず
れ
も
遺
跡
の
南
側
を
東
か
ら
西
へ
流

れ
る
埋
没
河
川

（梶
子
北
大
溝
）
か
ら
出
土
し
た
。
古
代
の
も
の
は
二
点

↑
つ
ち

一
点
は
絵
馬
２
暴
面
に
墨
書
を
確
認
）
の
み
で
、
他
は
中
世
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

古
代
の
資
料
と
し
て
は
他
に
絵
馬

一
点
が
あ
る
。
こ
の
埋
没
河
川
か
ら
は
、
今

回
の
調
査
地
点
の
西
方
五
―
六
〇
〇
ｍ
の
調
査
区

（梶
子
北
遺
跡
）
で
も
、
「大

領
石
山
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
や
絵
馬
な
ど
が
出
上
し
て
い
る

（本
誌
第

一
七
号
）。

な
お
、
今
回
出
上
し
た
木
簡
の
う
ち
①
が
出
土
し
た
地
点
は
、　
一
九
九
九
年

度
の
木
簡
出
土
地
と
現
道
を
挟
ん
で
わ
ず
か
に
二
〇
ｍ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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①
は
、
旧
河
道
の
七
世
紀
か
ら
人
世
紀
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
。
上
下
は

欠
損
し
て
い
る
が
、
左
右
は
削
ら
れ
た
ま
ま
で
、
欠
損
は
な
い
。　
一
字
目
の
労

は

「父
」
も
し
く
は

「反
」
、
下
に

「刀
自
女
」
の
三
文
字
が
あ
る
。
少
し
間

が
空
い
て

「若
」
ら
し
い
文
字
が
あ
る
。
中
村
遺
跡
周
辺
の
出
土
文
字
資
料
に

見
え
る

「刀
自
女
」
が
つ
い
た
女
性
名
と
し
て
は
、
伊
場
遺
跡
六

一
号
木
簡
の

「若
倭
部
小
刀
自
女
」、
城
山
遺
跡

一
七
号
木
簡
の

「竹
田
知
刀
自
女
」
、
梶
子

北
遺
跡
墨
書
土
器
の

「千
刀
自
女
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

②
ｌ
Ｏ
は
、
旧
河
道
の
中
世
後
半
―
近
世
初
頭
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
、
詳
細
な
年
代
は
限
定
で
き
な
い
。
②
は
、
上
下
の
端
部
が
腐
食
し
て
い

る
。
③
の

「橋
本
」
は
、
人
名
か
地
名
で
あ
ろ
う
。
い
は
半
量
を
記
す
が
物
品

名
は
不
詳
。
⑬
Ｏ
は
墨
が
ほ
と
ん
ど
消
失
し
、
文
字
は
浮
き
上
が
っ
て
残
存
し

て
い
る
。
①
は
、
「左
」
の
下
に
人
名
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
０
は
、
ヒ
ノ

左

日
一回
升

。
「志
ら
ふ
□
　
」

〔乃
力
〕
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。
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2002年 出上の木簡

キ
の
割
り
材
を
整
形
し
な
い
ま
ま
使

っ
た
粗
い
作
り
の
も
の
で
、
冨
心
ら
ふ
」

と
読
め
る
が
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
裏
面
に
も
文
字
は
あ
る
が
、
釈
読
で
き

な
い
。
こ
れ
ま
で
古
代
の
木
簡
の
出
土
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
村
遺
跡

で
、
他
の
遺
構

・
遣
物
と
結
び
つ
く
②
ｌ
Ｏ
の
よ
う
な
中
世
以
降
の
木
簡
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
は
、
遺
跡
の
性
格
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
な
成
果
と
い
え
よ

つゝ
。⑦

は
、
旧
河
道
の
人
世
紀
代
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
絵
馬
で
あ
る
。
上
辺

と
下
辺
を
少
し
ず
つ
欠
い
て
い
る
。
文
字
は
裏
面
に

一
文
字
確
認
で
き
る
が
、

読
み
取
れ
な
い
。

（鈴
木
彼
則
）

は
こ

ね
　
だ

静
岡
・箱
根
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
三
島
市
安
久

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
一
二
月
―
二
〇
〇
〇
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
島
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
寺
田
光

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛

（津
）
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
後
半
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

箱
根
田
遺
跡
は
、
伊
豆
半
島
北
部
に
所
在
し
、
東
側
に
箱
根
山
、
北
側
に
富

士
山
を
望
む
田
方
平
野
の
中
央
部
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
、
駿
河
湾
に
注
ぐ
狩

野
川
の
支
流
で
あ
る
大
場
川
の

右
岸
に
所
在
し
、
二
九
〇
〇

〇
ポ
の
範
囲
に
広
が
る
。
調
査

地
点
の
東
側
は
同
河
川
の
溢
流

堆
積
物
が
形
成
し
た
微
高
地
で
、

北
か
ら
西
側
に
は
条
里
水
田
が

潮

展
開
し
て
い
る
。

沼
　
今
回
の
調
査
は
店
舗
建
設
に

て

伴
う
も
の
で
、
三
人
人

一
ポ
を




